


令和 4 年 3 月

令和 4 年度 令和 13

１．事業概要

（１）

① 給　水

人

人

千㎥／ha

② 施　設　

％

③ 料　金

計 画 給 水 人 口 98,600

現 在 給 水 人 口 91,972法 適 （ 全 部 ・ 財 務 ）
・ 非 適 の 区 分

※　地方公営企業法の適用を予定している場合
　は予定年月日を記載すること。

㎥／日

平 成 １ ８ 年 ４ 月 １ 日

料 金 体 系 の
概 要 ・ 考 え 方

施 設 能 力 50,937

年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数選択可）

浄水場設置数

配水池設置数

2
253,956

千ｍ

施 設 利 用 率 53.36

施 設 数

団 体 名 ：

事 業 名 ：

有 収 水 量 密 度

芦屋市

水道事業

計 画 期 間 ：

10

～

管 路 延 長

8.26

供 用 開 始 年 月 日 昭 和 １ ３ 年 ４ 月 １ 日

水 源

芦屋市水道事業経営戦略（令和８年度中間見直し）

事業の現況

【区分】口径別
【基本料金】基本水量付基本料金
【従量料金】段階別逓増料金
料金表：下記の表のとおり

料 金 改 定 年 月 日
（消費税のみの改定は含まない）

策 定 日 ：

表流水 , ダム , 伏流水 , 地下水 , 受水 , その他
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④ 組　織

＜職員数・職種・年齢構成等＞

上下水道部長 水道管理課 水道業務課 水道工務課 合計

61歳～ 人 人 人 ６人 ６人

51～60歳 １人 １人 人 ４人 ６人

41～50歳 人 ２人 ２人 ３人 ７人

31～40歳 人 １人 人 ５人 ６人

～30歳 人 １人 人 ２人 ３人

合計 １人 ５人 ２人 ２０人 ２８人 　【令和７年３月３１日現在】

（２）

（３） 経営比較分析表等を活用した現状分析

令和７年３月３１日現在：下記の図のとおり

これまでの主な経営健全化の取組

【民間活用】
　平成２７年度に「水道お客様センター」を民間委託で開業した。委託内容は、給水契約の変更等に関する各種の申込み受付、水道メーターの検針、水道料金の問い合
わせ対応業務。
　平成３０年度に水道メーター管理業務（在庫管理、出庫及び返納、分解、伝票入力等）、奥山浄水場夜間業務（一部）を民間委託した。令和８年度から奥山浄水場の運
転管理業務を段階的に民間委託した。
【受水費の削減】
　平成２９年度から阪神水道企業団と各構成市（神戸市、尼崎市、西宮市、宝塚市、芦屋市）で検討し、分賦負荷金制度について変動費と固定費に分ける２部制度を令和
２年度から導入した。加えて固定費も減少することから、従前より2,500万円の削減効果あり（受水費単価：61.96円→60.68円（変動費9.62円、固定費51.06円））。
【広域化】
　平成２７年度に阪神水道企業団及びその構成４市で「阪神地域の水供給の最適化研究会」を立ち上げて、水質検査の共同化や浄水事業の広域化等を検討した。その
結果平成３０年度から農薬類検査を兵庫県健康生活科学研究所から神戸市に変更することで委託料を280万円削減した。さらに令和３年度から神戸市への検査項目依
頼を拡張している。
　平成２８年度に「兵庫県水道事業のあり方懇話会」において神戸・阪神南地域で広域化について協議を始め、芦屋市では令和6年度に衛星画像による広域調査支援事
業に参加した。
【企業債の繰上償還】
　平成２０年度に公的資金補償金免除繰上償還制度を利用し、利率６．２％の企業債約2,000万円、利率６．３％の企業債4,000万円を繰上償還した。
　平成２４年度に公的資金補償金免除繰上償還制度を利用し、利率５．０％の企業債約5,800万円、利率５．２％の企業債3,000万円を繰上償還した。
【組織効率化】
　これまで組織の効率化に取り組み、平成５年度に５１人だった職員数を令和6年度には28人まで削減した。
【その他】
　　水道事業の資金需要や社会経済情勢に注視しつつ、令和５年度より、金利収入を見込める債権投資を実施。１０年のラダー型の完成を目指す。その後は満期償還金
と同等額の有価証券を購入し、利息の確保を行う。単年度1億円（令和７年度からは短期金利も上昇してきたため、投資金額を２億に増やし、1億を長期、1億を短期で運
用）を運用。

経営比較分析表：【別紙１】のとおり

※　直近の経営比較分析表（「公営企業に係る「経営比較分析表」の策定及び公表について）（公営企業三課室長通知）」による経営比較分析表）を添付すること。

*1　水道事業の広域化とは、水道法（昭和32年法律第177号）第２条の２第２項の市町村の区域を超えた広域的な水道事業者間の連携等に当たるものである。その具体的な方策として
は、経営統合（事業統合及び経営の一体化をいう。以下同じ。）、浄水場等一部の施設の共同設置や事務の広域的処理等がある。
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２．将来の事業環境

（１）

（２）

（３）

給水人口の予測

　水需要の予測は、給水人口に令和6年度決算における1人当たりの有収水量（293㎥）をかけて算出している。なお、節水機器の普及による水需要の減少は下げ止まり傾
向であるため、令和８年度以降の推計については令和6年度の数値を用いている。

料金収入の見通し

水需要の予測

　第5次芦屋市総合戦略後期基本計画の将来推計人口の動向を踏まえ、給水人口が令和13年度には90,600人に減少すると推計している。

　水需要に比例して算出している。年間有収水量に令和6年度決算における供給単価（169.74円/㎥）を乗じて算出している。
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（４）

３．経営の基本方針

４．投資・財政計画（収支計画）

（１）

「芦屋市水道ビジョン」に掲げている以下の経営理念を念頭に、将来にわたって安心・安全でおいしい水を供給し続けるために、事業経営に努めていく。

【経営理念】
【別紙２】芦屋市水道ビジョン　施策体系図のとおり。

（２）投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明

①　収支計画のうち投資についての説明

組織の見通し

目 標

　
　有収率　９６％

　基幹管路耐震適合率　７５％

　投資・財政計画に基づき、施設・設備・管路の更新等を進めていく
　なお、インフレトレンドに伴い物価上昇が著しい経営環境を考慮し、必要な投資は先送りすることなく進める。また、特別利益の水利負担金（1.2億円）が令和８年度から
見込めないなど収支不足が令和１３年度には3億円以上見込まれているため、経営の合理化や効率化をさらに進めながらも料金改定の早期見直しが必要である。なお、
料金改定を検討する際は特に受益と負担のバランスを考慮するよう努める。
【管路及び水道施設】
　基幹路線下にある老朽化管路を中心に、年2.5㎞程度の更新や水道施設の設備更新及び耐震化を進める。
【浄水場、配水池、調整池】
　将来的に給水人口が減少し水需要が減るなかで、水道施設の最適化を検討し実施する。奥山浄水場については、大規模修繕工事等が必要となる段階までに運転管
理の委託業務を進め、将来的な施設の在り方を検討する。

　現在まで、業務の見直しや民間活用などにより組織効率化に努めてきた。その中で、今後も安心・安全な水を持続的に供給するためには、水道事業に携わる職員の技
術継承が必要となる。そのため、引き続き技術部門、事務部門の意識改革・能力開発や知見の継承に重点を置いた組織づくりを行う。退職者や再任用の終了に伴う業務
の民間委託も選択肢の一つとして職員配置の最適化に努めていく。

　令和３年　３０人　→　令和１３年　２４人

投資・財政計画（収支計画）　：　【別紙３】【別紙４】のとおり
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③　収支計画のうち投資以外の経費についての説明

（３）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

①　投資の合理化、費用の見直しについての検討状況等

【委託料】
　今後、奥山浄水場の運転業務委託を進めることにより、段階的に増加を見込んでいる。なお物価上昇率を３％見込む
【動力費・薬品費】
　水量の減少はあるものの、インフレによるコスト上昇分を３％で見込む
【給料手当等】
　奥山浄水場の委託化を進めるため、５名分の給与等を退職と共に段階的に減少させている。なお賃金上昇率を２％見込む
【受水費】
　２部料金制のうち、変動費部分については上昇トレンドであるものの予測ができないため、令和６年度決算数値で推計する。
【その他経費】
　令和6年度決算及び８年度予算を参考に見込んでいる。なお物価上昇率を３％見込む

施 設 ・ 設 備 の 廃 止 ・ 統 合
（ ダ ウ ン サ イ ジ ン グ ）

　定期的な点検・修繕を行うことで、耐用年数以上の期間で安定的に使用できるよう、ライフサイクルコストを踏まえて長寿命化を図
る。

施 設 ・ 設 備 の 合 理 化
（ ス ペ ッ ク ダ ウ ン ）

そ の 他 の 取 組 　【別紙２】芦屋市水道ビジョン　施策体系図のとおり。

広 域 化

民間の資金・ノウハウ等の活用
（ PPP/PFI 等 の 導 入 等 ）

ア セ ッ ト マ ネ ジ メ ン ト の 充 実
（ 施 設 ・ 設 備 の 長 寿 命 化 等
に よ る 投 資 の 平 準 化 ）

　阪神水道企業団及び構成市で組織する「阪神地域の水供給の最適化研究会」で地域の施設配置の最適化について引き続き検討
する。
　「兵庫県水道事業のあり方懇話会」において神戸・阪神南地域で広域連携について協議する。

　当分の間、施設の建替計画はないため、PFI・DBOは検討していないが、近隣団体や同規模団体等の動向を注視し、引き続き調査
していく。

　今計画では、将来的に給水人口の減少がみられるため、浄水施設や調整池等のダウンサイジングも含めて検討する予定である。

　老朽配水管の更新に際しては、スペックダウンを含めて水理的に適切な口径になるかどうかを検討する。

※　投資・財政計画（収支計画）に反映することができなかった検討中の取組や今後検討予定の取組について、その内容等を記載すること。
　　 また、（１）において、純損益（法適用）又は実質収支（法非適用）が計画期間内の最終年度で黒字とならず、赤字が発生している場合には、赤字の解消に向け
　 た取組の方向性、検討体制・スケジュール等について記載する必要があること。

目 標

　経常収支比率　１００％以上

　料金回収率　１００％以上

　水道料金の収納率　９９％以上

②　収支計画のうち財源についての説明

【料金収入】
　給水人口予測に、１人１日有収水量などから年間総有収水量及び令和6年度決算の供給単価である169.74円を乗じて算出している。
【企業債】
　特に令和９年度から１３年度までは集中的に機械・施設の更新が必要であるため、積極的に借り入れを行う。老朽化している管路更新については年2.5㎞を実施できるよ
う取り組む。将来における負担の公平性や水道事業の資金需要を考慮しながら、工事請負費の90％を企業債の借入で見込む。
【その他の収益】
　水道事業の資金需要や社会経済情勢に注視しつつ、資産運用のため有価証券を購入し、１０年のラダー型の完成を目指す。その後は満期償還金と同等額の有価証券
を購入し、利息の確保の行う。
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②　財源についての検討状況等

５．経営戦略の事後検証、改定等に関する事項

　原則５年ごとに水道ビジョン及び経営戦略の見直しを行う。

料 金

経 営 戦 略 の 事 後 検 証 、
改 定 等 に 関 す る 事 項

資産の有効活用等（*2）による
収 入 増 加 の 取 組

　収支計画を踏まえ、企業債の元金据置期間（３年～５年）を適用せず、初年度から元金償還を行うことで、利息負担の軽減や単年
度の償還額の軽減を図る。
　金利が上昇局面であり、当面大幅な投資が予定されているため、長期の借り入れができる資金を借り入れたい。

　総務省が示す地方公営企業操出基準に基づき、市財政課と協議のうえ、一般会計からの操出金を繰り入れる。

　水道事業の経営健全化を進めていく中で、今回の経営戦略策定期間で料金改定を検討する必要がある。併せて、将来に備えて、
人口減少や家族のあり方が変わっている中で、どのような料金体系が妥当であるかについても検討していく。

　遊休資産（土地）のうち処分できるものについて積極的に処分する。

そ の 他 の 取 組
　人口減少とともに職員数も減少していく。物価が高騰する中、単純に委託割合を上げることは経営的には限界がある。芦屋市の水
道技術・知見を継承するという観点からも、水道経験者の活躍できる環境を検討する。

企 業 債

繰 入 金
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【別紙２】

【経営理念】

【持続ある水道①】
  (1) 業務改善・効率化の推進

  (2) 計画的経営の実践

 持続ある水道   (3) 阪神水道受水のあり方の研究

  (4) 料金改定の検討

　(5) 費用の抑制

【持続ある水道②】

　(1) 民間活用の推進

　(2) 先進技術に関する調査・研究

【持続ある水道③】

　(1) 職員の資質向上

【持続ある水道④】

  (1) 広域的連携の推進

【安全・強靭な水道①】

  (1) アセットマネジメントの実践

  (2) 自己水源の将来方針

【安全・強靭な水道②】
  (1) 老朽管等の耐震化

安全・強靭な水道 【安全・強靭な水道③】
  (1) 危機管理マニュアル・体制の整備

  (2) バックアップ機能の充実

  (3) 訓練等の実施

【安全・強靭な水道④】
  (1) 水質管理の徹底

  (2) 小規模受水槽水道への指導

【環境配慮・情報公開①】
  (1) 省エネルギーの取組

  (2) 「芦屋市環境マネジメントシステム」の遵守

環境への配慮と情報公開 【環境配慮・情報公開②】
  (1) 『過程の発信』の充実

  (2) 公聴活動の充実

芦屋市水道ビジョン　施策体系図

基本方針 基本目標 実現方策

「安全・強靭」,「持続」ある水道を目指し，より豊かで「環境」に配慮した快適な社会の創造に貢献してい
きます。
 また，開かれた水道事業を目指し「情報公開」をより一層推進していきます。

持　続 経営基盤の強化

  財政の健全化を図るとともに、効率的な水
道事業を目指す。

  蛇口から飲めるという水道文化を継承し、
水道技術に携わる人材の確保及び育成するこ
とで持続性ある経営体制を目指す。

業務の効率化

職員の資質向上

広域的連携の推進

安　全 資産管理の最適化

強　靭
水道施設整備の推進

  災害に強い水道施設の構築を目指す。
災害対策の充実

  安定した水質を確保し、安心・安全でおい
しい水の供給を目指す。

安心・安全でおいしい水の供給

環　境 環境に配慮した水道経営

情報公開

  地形を活用した配水や再資源化によって、
自然環境に配慮した水道経営を目指す。

コミュニケーションの充実

  

  水道利用者とのコミュニケーションの充実
を図り、信頼される水道経営を目指す。

64



様
式

第
2
号

（
法

適
用

企
業

・
資

本
的

収
支

）

投
資

・
財

政
計

画

（
税

抜
）
（
単

位
：
千

円
，

％
）

年
　

　
　

　
　

　
度

令
和

4
年

度
令

和
5
年

度
令

和
6
年

度
令

和
7
年

度
令

和
8
年

度

区
　

　
　

分
(税

抜
き

）
〔

決
算

〕
〔

決
算

〕
〔

決
算

〕
〔

決
算

見
込

〕
〔

予
算

〕

１
．

(A
)

1
,7

7
4
,1

1
2

1
,7

4
7
,2

9
5

1
,7

4
5
,5

4
3

1
,7

8
2
,2

6
9

1
,5

5
8
,1

8
5

1
,7

3
5
,7

2
3

1
,7

2
4
,7

7
9

1
,7

1
4
,0

5
0

1
,7

0
3
,3

2
2

1
,6

9
7
,1

0
5

(1
)

1
,7

0
2
,2

2
1

1
,6

7
5
,7

5
8

1
,6

7
2
,9

0
0

1
,6

5
2
,7

9
4

1
,4

2
4
,6

5
4

1
,6

4
4
,7

2
3

1
,6

3
3
,7

7
9

1
,6

2
3
,0

5
0

1
,6

1
2
,3

2
2

1
,6

0
6
,1

0
5

(2
)

(B
)

3
,9

1
9

5
,6

4
1

1
,7

3
7

4
8
,7

2
2

4
3
,4

3
5

1
,0

0
0

1
,0

0
0

1
,0

0
0

1
,0

0
0

1
,0

0
0

(3
)

6
7
,9

7
2

6
5
,8

9
6

7
0
,9

0
6

8
0
,7

5
3

9
0
,0

9
6

9
0
,0

0
0

9
0
,0

0
0

9
0
,0

0
0

9
0
,0

0
0

9
0
,0

0
0

２
．

1
6
8
,8

5
4

1
3
2
,8

1
7

1
2
5
,8

4
8

1
3
4
,1

8
2

4
3
2
,1

5
6

1
6
2
,1

9
8

1
7
2
,5

1
4

1
7
4
,6

5
3

1
7
6
,9

1
2

1
7
9
,2

8
7

(1
)

1
7
,2

8
0

8
,1

4
9

7
,4

9
5

7
,3

4
0

2
7
0
,5

0
2

7
,5

0
0

1
6
,0

0
0

1
6
,0

0
0

1
6
,0

0
0

1
6
,0

0
0

国
（
都

道
府

県
）
補

助
金

1
7
,2

8
0

8
,1

4
9

7
,4

9
5

7
,3

4
0

2
7
0
,5

0
2

7
,5

0
0

1
6
,0

0
0

1
6
,0

0
0

1
6
,0

0
0

1
6
,0

0
0

(2
)

1
0
3
,8

0
9

8
8
,7

6
5

8
2
,2

0
2

8
2
,1

5
1

8
4
,3

0
6

8
1
,6

9
8

8
3
,5

1
4

8
5
,6

5
3

8
7
,9

1
2

9
0
,2

8
7

(3
)

4
7
,7

6
5

3
5
,9

0
3

3
6
,1

5
1

4
4
,6

9
1

7
7
,3

4
8

7
3
,0

0
0

7
3
,0

0
0

7
3
,0

0
0

7
3
,0

0
0

7
3
,0

0
0

(C
)

1
,9

4
2
,9

6
6

1
,8

8
0
,1

1
2

1
,8

7
1
,3

9
1

1
,9

1
6
,4

5
1

1
,9

9
0
,3

4
1

1
,8

9
7
,9

2
1

1
,8

9
7
,2

9
3

1
,8

8
8
,7

0
3

1
,8

8
0
,2

3
4

1
,8

7
6
,3

9
2

１
．

1
,7

3
8
,9

6
0

1
,7

7
3
,3

9
7

1
,8

5
4
,7

5
0

1
,9

7
9
,3

2
3

2
,1

5
2
,5

4
7

1
,9

3
2
,6

4
2

1
,9

2
9
,3

0
4

1
,9

5
8
,0

6
6

1
,9

8
4
,5

8
1

1
,9

9
8
,3

2
2

(1
)

2
3
9
,0

2
0

2
3
4
,4

8
1

2
5
1
,4

6
7

2
3
6
,7

5
7

2
6
9
,8

5
2

2
4
9
,8

0
4

2
5
2
,8

6
2

2
5
2
,3

1
0

2
5
7
,3

5
6

2
5
6
,8

9
3

9
7
,7

6
5

9
2
,9

3
1

9
8
,9

4
6

1
0
0
,8

3
6

1
0
1
,4

8
5

9
4
,1

4
9

9
4
,5

0
2

9
2
,8

2
3

9
4
,6

7
9

9
3
,0

0
3

1
0
,5

1
3

9
,0

1
1

8
,9

9
6

9
,4

9
7

1
9
,0

1
1

7
,9

9
6

7
,8

5
0

7
,4

9
7

7
,6

4
7

7
,2

9
0

1
3
0
,7

4
2

1
3
2
,5

3
9

1
4
3
,5

2
5

1
2
6
,4

2
4

1
4
9
,3

5
6

1
4
7
,6

5
9

1
5
0
,5

1
0

1
5
1
,9

9
0

1
5
5
,0

3
0

1
5
6
,6

0
0

(2
)

1
,0

8
0
,5

9
1

1
,1

0
1
,5

0
2

1
,1

7
7
,8

8
3

1
,2

9
4
,6

9
4

1
,4

2
7
,8

1
0

1
,2

4
9
,2

8
1

1
,2

5
9
,6

7
0

1
,2

8
0
,2

7
6

1
,2

9
1
,3

0
5

1
,3

0
2
,5

6
4

1
0
,9

4
0

8
,8

4
9

9
,9

1
3

9
,8

4
6

1
0
,9

0
9

1
0
,0

0
0

1
0
,0

0
0

1
0
,0

0
0

1
0
,0

0
0

1
0
,0

0
0

5
6
,4

5
3

5
5
,8

0
1

5
6
,4

6
6

5
7
,4

6
4

9
4
,8

8
5

5
7
,0

0
0

5
7
,0

0
0

5
7
,0

0
0

5
7
,0

0
0

5
7
,0

0
0

1
,0

6
9

1
,0

8
1

3
2
5

8
2
2

1
,4

5
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

6
2
7
,2

5
9

6
2
8
,1

6
8

6
4
8
,1

4
6

6
4
1
,7

1
1

6
4
9
,1

5
3

6
5
0
,0

0
0

6
5
0
,0

0
0

6
5
0
,0

0
0

6
5
0
,0

0
0

6
5
0
,0

0
0

3
8
4
,8

7
0

4
0
7
,6

0
3

4
6
3
,0

3
3

5
8
4
,8

5
1

6
7
1
,4

1
3

5
3
1
,9

8
1

5
4
2
,3

7
0

5
6
2
,9

7
6

5
7
4
,0

0
5

5
8
5
,2

6
4

(3
)

4
1
9
,3

4
9

4
3
7
,4

1
4

4
2
5
,4

0
0

4
4
7
,8

7
2

4
5
4
,8

8
5

4
3
3
,5

5
6

4
1
6
,7

7
2

4
2
5
,4

8
0

4
3
5
,9

2
0

4
3
8
,8

6
5

２
．

5
8
,8

9
4

6
1
,6

2
8

5
8
,3

9
7

5
5
,7

3
0

5
9
,5

1
2

7
6
,5

9
0

9
3
,9

9
4

1
0
8
,6

6
0

1
2
5
,4

3
0

1
3
6
,4

6
5

(1
)

5
8
,1

9
2

6
1
,2

0
9

5
7
,8

6
3

5
5
,0

5
4

5
8
,2

7
6

7
6
,0

9
0

9
3
,4

9
4

1
0
8
,1

6
0

1
2
4
,9

3
0

1
3
5
,9

6
5

(2
)

7
0
2

4
1
9

5
3
4

6
7
6

1
,2

3
6

5
0
0

5
0
0

5
0
0

5
0
0

5
0
0

(D
)

1
,7

9
7
,8

5
4

1
,8

3
5
,0

2
5

1
,9

1
3
,1

4
7

2
,0

3
5
,0

5
3

2
,2

1
2
,0

5
9

2
,0

0
9
,2

3
2

2
,0

2
3
,2

9
8

2
,0

6
6
,7

2
6

2
,1

1
0
,0

1
1

2
,1

3
4
,7

8
7

(E
)

1
4
5
,1

1
2

4
5
,0

8
7

△
 4

1
,7

5
6

△
 1

1
8
,6

0
2

△
 2

2
1
,7

1
8

△
 1

1
1
,3

1
1

△
 1

2
6
,0

0
5

△
 1

7
8
,0

2
2

△
 2

2
9
,7

7
7

△
 2

5
8
,3

9
5

(F
)

1
1
9
,7

5
5

1
1
9
,0

5
6

1
3
3
,5

6
0

1
7
8
,2

6
4

2
0

2
,0

0
0

2
,0

0
0

2
,0

0
0

2
,0

0
0

2
,0

0
0

(G
)

2
,0

4
8

6
6
1

8
3
5

9
3
7

8
1
9

8
1
1

8
6
4

8
5
6

8
3
1

8
4
3

(H
)

1
1
7
,7

0
7

1
1
8
,3

9
5

1
3
2
,7

2
5

1
7
7
,3

2
7

△
 7

9
9

1
,1

8
9

1
,1

3
6

1
,1

4
4

1
,1

6
9

1
,1

5
7

2
6
2
,8

1
9

1
6
3
,4

8
2

9
0
,9

6
9

5
8
,7

2
5

△
 2

2
2
,5

1
7

△
 1

1
0
,1

2
2

△
 1

2
4
,8

6
9

△
 1

7
6
,8

7
8

△
 2

2
8
,6

0
8

△
 2

5
7
,2

3
9

(I
)

3
3
2
,7

7
5

1
9
6
,2

5
8

2
8
7
,2

2
8

5
,9

5
4

△
 2

1
3
,5

2
5

△
 3

2
6
,8

6
5

△
 5

1
2
,8

9
7

△
 7

7
8
,8

3
3

△
 1

,1
0
5
,3

1
4

△
 1

,4
7
4
,4

5
6

(J
)

2
,6

5
1
,5

1
0

1
,9

8
1
,3

4
1

1
,7

3
9
,8

4
9

1
,6

3
9
,1

8
3

6
7
5
,0

9
4

5
4
6
,8

5
4

5
0
4
,8

7
5

4
7
4
,7

0
5

4
5
2
,7

2
6

4
2
1
,4

9
7

7
4
,6

7
5

2
8
,6

4
0

7
7
,5

5
4

1
0
9
,9

3
6

1
0
0
,0

0
0

1
0
0
,0

0
0

1
0
0
,0

0
0

1
0
0
,0

0
0

1
0
0
,0

0
0

1
0
0
,0

0
0

(K
)

1
,2

2
7
,4

7
4

7
2
9
,4

8
6

9
5
5
,0

8
0

1
,0

9
3
,3

2
6

9
4
0
,3

9
8

9
3
6
,0

3
4

1
,1

7
3
,1

5
9

1
,1

0
6
,6

0
3

1
,0

4
6
,1

6
5

1
,1

4
0
,0

3
9

2
8
5
,7

9
1

2
9
9
,5

6
4

3
1
2
,1

5
8

3
2
3
,5

4
2

3
1
2
,1

5
8

3
4
0
,3

5
4

3
5
5
,6

7
5

3
7
4
,4

7
5

3
7
8
,6

8
1

4
0
0
,3

6
7

8
7
8
,4

8
0

3
6
7
,1

6
7

5
4
5
,9

4
8

7
0
6
,2

1
6

5
3
2
,5

6
1

4
9
9
,6

8
0

7
2
1
,4

8
4

6
3
6
,1

2
8

5
7
1
,4

8
4

6
4
3
,6

7
2

( 
I 
)

(A
)-

(B
)

(L
)

5
6
2
,3

8
3

9
4
1
,6

8
3

4
2
9
,9

2
2

6
4
2
,9

2
2

7
6
9
,7

8
4

6
2
8
,2

4
0

5
9
5
,6

8
0

8
1
7
,4

8
4

7
3
2
,1

2
8

6
6
7
,4

8
4

(M
)

1
,7

7
0
,1

9
3

1
,7

4
1
,6

5
4

1
,7

4
3
,8

0
6

1
,7

3
3
,5

4
7

1
,5

1
4
,7

5
0

1
,7

3
4
,7

2
3

1
,7

2
3
,7

7
9

1
,7

1
3
,0

5
0

1
,7

0
2
,3

2
2

1
,6

9
6
,1

0
5

(N
)

(O
)

(P
)

(C
)-

(D
)

-
4
5
.4

6
%

経
常

損
益

う
ち

一
時

借
入

金

(F
)-

(G
)

収
入

計

そ
の

他

収 益 的 支 出収 益 的 収 入

そ
の

他

累
積

欠
損

金
比

率
（

そ
の

他

そ
の

他

補
助

金

令
和

9
年

度

そ
の

他
補

助
金

営
業

収
益

営
業

外
収

益

そ
の

他

営
業

費
用

料
金

収
入

受
託

工
事

収
益 (A

)-
(B

)

営
業

外
費

用

動
力

費
修

繕
費

材
料

費

営
業

収
益

－
受

託
工

事
収

益

地
方

財
政

法
施

行
令

第
1
5

条
第

１
項

に
よ

り
算

定
し

た
資

金
の

不
足

額

支
出

計

減
価

償
却

費

支
払

利
息

令
和

1
3
年

度

-
1
4
.1

0
%

-
1
8
.8

4
%

-
2
9
.7

5
%

-
6
4
.9

3
%

-
8
6
.9

3
%

令
和

1
0
年

度
令

和
1
2
年

度
令

和
1
1
年

度

長
期

前
受

金
戻

入

基
本

給
退

職
給

付
費

地
方

財
政

法
に

よ
る

資
金

不
足

の
比

率
(（

L
）
/
（
M

）
×

1
0
0
)

職
員

給
与

費

経
費

う
ち

建
設

改
良

費
分

(E
)+

(H
)

特
別

利
益

健
全

化
法

第
2
2

条
に

よ
り

算
定

し
た

資
金

不
足

比
率

(（
N

）
/
（
P

）
×

1
0
0
)

流
動

資
産

×
1
0
0

流
動

負
債

特
別

損
益

健
全

化
法

施
行

令
第

1
7

条
に

よ
り

算
定

し
た

事
業

の
規

模

）

う
ち

未
収

金

う
ち

未
払

金

受
水

費

健
全

化
法

施
行

令
第

1
6

条
に

よ
り

算
定

し
た

資
金

の
不

足
額

健
全

化
法

施
行

規
則

第
６

条
に

規
定

す
る

解
消

可
能

資
金

不
足

額

他
会

計
補

助
金

特
別

損
失

繰
越

利
益

剰
余

金
又

は
累

積
欠

損
金

当
年

度
純

利
益

（
又

は
純

損
失

）

収 益 的 収 支

65

【
別
紙
３
】



様
式

第
2
号

（
法

適
用

企
業

・
資

本
的

収
支

）

投
資

・
財

政
計

画

（
単

位
：
千

円
）

年
　

　
　

　
　

度
令

和
4
年

度
令

和
5
年

度
令

和
6
年

度
令

和
7
年

度
令

和
8
年

度

〔
決

算
〕

〔
決

算
〕

〔
決

算
〕

〔
決

算
見

込
〕

〔
予

算
〕

１
．

5
5
6
,0

0
0

1
0
0
,0

0
0

1
0
0
,0

0
0

2
5
0
,0

0
0

4
8
3
,0

0
0

8
6
5
,0

0
0

7
6
3
,0

0
0

6
8
5
,0

0
0

7
7
2
,0

0
0

5
9
4
,0

0
0

２
．

9
7
,2

1
8

9
7
,2

1
8

9
7
,2

1
8

9
7
,2

1
8

9
7
,2

1
8

３
．

４
．

7
7
,5

4
3

4
0
,0

0
0

2
,0

0
0

2
,5

0
0

7
8
,7

5
0

3
,0

0
0

2
2
,7

5
0

５
．

６
．

７
．

2
,6

1
2

1
5
8

８
．

９
．

2
6
,6

6
6

1
2
6
,6

6
6

2
6
,6

6
6

2
6
,6

6
6

2
6
,6

7
5

1
2
6
,6

6
6

1
2
6
,6

6
6

1
2
6
,6

6
6

1
2
6
,6

6
6

1
2
6
,6

6
6

(A
)

6
6
2
,8

2
1

2
6
6
,6

6
6

1
2
6
,6

6
6

2
7
6
,8

2
4

5
0
9
,6

7
5

1
,0

9
0
,8

8
4

9
8
9
,3

8
4

9
8
7
,6

3
4

9
9
8
,8

8
4

8
4
0
,6

3
4

(B
)

(C
)

6
6
2
,8

2
1

2
6
6
,6

6
6

1
2
6
,6

6
6

2
7
6
,8

2
4

5
0
9
,6

7
5

1
,0

9
0
,8

8
4

9
8
9
,3

8
4

9
8
7
,6

3
4

9
9
8
,8

8
4

8
4
0
,6

3
4

１
．

8
7
8
,2

8
0

4
6
5
,6

0
6

5
2
1
,6

2
9

5
5
4
,3

7
3

6
6
6
,2

4
0

9
6
1
,9

7
9

8
4
8
,1

7
0

7
6
1
,9

7
9

8
5
8
,2

2
9

6
6
0
,8

3
3

3
7
,9

3
3

3
7
,4

8
4

3
4
,2

7
6

3
8
,9

4
8

5
9
,6

7
5

3
6
,3

7
4

3
7
,1

0
1

3
7
,8

4
3

3
8
,6

0
0

3
9
,3

7
2

２
．

2
8
2
,0

6
5

3
0
3
,2

4
7

3
1
7
,0

2
0

3
2
9
,6

1
4

3
4
1
,0

0
0

3
6
4
,0

0
9

3
7
2
,0

7
8

3
8
5
,5

4
4

3
9
0
,0

0
3

4
0
4
,8

7
3

３
．

４
．

５
．

1
0
5
,8

6
7

1
2
0
,2

9
8

2
0
2
,3

5
0

1
9
9
,3

5
1

2
6
2
,6

3
5

2
1
0
,0

0
0

2
1
0
,0

0
0

2
1
0
,0

0
0

2
1
0
,0

0
0

2
1
0
,0

0
0

(D
)

1
,2

6
6
,2

1
2

8
8
9
,1

5
1

1
,0

4
0
,9

9
9

1
,1

0
8
,4

4
6

1
,2

6
9
,8

7
5

1
,5

3
5
,9

8
8

1
,4

3
0
,2

4
8

1
,3

5
7
,5

2
3

1
,4

5
8
,2

3
2

1
,2

7
5
,7

0
6

(E
)

6
0
3
,3

9
1

6
2
2
,4

8
5

9
1
4
,3

3
3

8
3
1
,6

2
2

7
6
0
,2

0
0

4
4
5
,1

0
4

4
4
0
,8

6
4

3
6
9
,8

8
9

4
5
9
,3

4
8

4
3
5
,0

7
2

１
．

5
1
8
,9

1
8

3
5
6
,0

5
2

3
6
2
,3

5
6

3
6
7
,5

7
3

3
7
4
,0

7
9

3
5
0
,8

5
8

3
5
9
,0

5
7

2
9
6
,7

7
6

3
7
6
,6

8
5

4
7
2
,2

2
6

２
．

2
2
7
,2

1
0

4
9
9
,3

3
7

4
1
6
,4

8
3

3
3
1
,5

2
7

9
8
6

３
．

４
．

8
4
,4

7
3

3
9
,2

2
3

5
2
,6

4
0

4
7
,5

6
6

5
4
,5

9
4

9
3
,2

6
0

8
1
,8

0
7

7
3
,1

1
3

8
2
,6

6
3

△
 3

7
,1

5
4

(F
)

6
0
3
,3

9
1

6
2
2
,4

8
5

9
1
4
,3

3
3

8
3
1
,6

2
2

7
6
0
,2

0
0

4
4
5
,1

0
4

4
4
0
,8

6
4

3
6
9
,8

8
9

4
5
9
,3

4
8

4
3
5
,0

7
2

(G
)

(H
)

5
,2

2
2
,2

1
6

5
,0

1
8
,9

6
9

4
,8

0
1
,9

4
9

4
,7

2
2
,3

3
5

4
,8

6
4
,3

3
5

5
,3

6
5
,3

2
6

5
,7

5
6
,2

4
8

6
,0

5
5
,7

0
4

6
,4

3
7
,7

0
1

6
,6

2
6
,8

2
8

○
他

会
計

繰
入

金
（
単

位
：
千

円
）

年
　

　
　

　
　

度
令

和
4
年

度
令

和
5
年

度
令

和
6
年

度
令

和
7
年

度

区
　

　
　

　
　

分
〔

決
算

〕
〔

決
算

〕
〔

決
算

〕
〔

決
算

〕

1
7
,2

8
0

8
,1

4
9

7
,4

9
5

7
,3

4
0

2
7
0
,5

0
2

7
,5

0
0

1
6
,0

0
0

1
6
,0

0
0

1
6
,0

0
0

1
6
,0

0
0

1
0
,6

5
5

2
,9

3
9

2
,4

5
3

2
,3

1
8

2
,8

3
6

2
,4

0
0

1
0
,9

0
0

1
0
,9

0
0

1
0
,9

0
0

1
0
,9

0
0

6
,6

2
5

5
,2

1
0

5
,0

4
2

5
,0

2
2

2
6
7
,6

6
6

5
,1

0
0

5
,1

0
0

5
,1

0
0

5
,1

0
0

5
,1

0
0

7
7
,5

4
3

4
0
,0

0
0

9
9
,2

1
8

9
9
,2

1
8

9
9
,2

1
8

9
9
,2

1
8

9
9
,2

1
8

7
7
,5

4
3

4
0
,0

0
0

9
9
,2

1
8

9
9
,2

1
8

9
9
,2

1
8

9
9
,2

1
8

9
9
,2

1
8

9
4
,8

2
3

4
8
,1

4
9

7
,4

9
5

7
,3

4
0

2
7
0
,5

0
2

1
0
6
,7

1
8

1
1
5
,2

1
8

1
1
5
,2

1
8

1
1
5
,2

1
8

1
1
5
,2

1
8

令
和

1
3
年

度
令

和
9
年

度
令

和
1
0
年

度
令

和
1
1
年

度

損
益

勘
定

留
保

資
金

令
和

1
2
年

度
令

和
8
年

度

合
計

(A
)-

(B
)

他
会

計
借

入
金

残
高

企
業

債
残

高

う
ち

基
準

外
繰

入
金

収
益

的
収

支
分

資
本

的
収

支
分

う
ち

基
準

内
繰

入
金

他
会

計
長

期
借

入
返

還
金

う
ち

基
準

外
繰

入
金

う
ち

基
準

内
繰

入
金

資 本 的 収 入 資 本 的 支 出

補 塡 財 源

資 本 的 収 支

(E
)-

(F
)

他
会

計
へ

の
支

出
金

計

補
塡

財
源

不
足

額

利
益

剰
余

金
処

分
額

令
和

1
3
年

度

(A
)の

う
ち

翌
年

度
へ

繰
り

越
さ

れ
る

支
出

の
財

源
充

当
額

計計

固
定

資
産

売
却

代
金

そ
の

他

区
　

　
　

分
(税

込
）

繰
越

工
事

資
金

そ
の

他

令
和

1
2
年

度

資
本

的
収

入
額

が
資

本
的

支
出

額
に

不
足

す
る

額
  
  

 　
　

  
  

(D
)-

(C
)

う
ち

職
員

給
与

費

企
業

債

他
会

計
出

資
金

そ
の

他

他
会

計
負

担
金

国
（

都
道

府
県

）
補

助
金

純
計

他
会

計
補

助
金

工
事

負
担

金

令
和

9
年

度
令

和
1
0
年

度
令

和
1
1
年

度

企
業

債
償

還
金

建
設

改
良

費

う
ち

資
本

費
平

準
化

債

他
会

計
借

入
金

66

【
別
紙
４
】




